
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1471902831

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 特定非営利活動法人やすらぎ

訪問調査日 平成23年12月19日

事業所名 やすらぎの杜

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 平成24年2月21日

評価機関名 株式会社　Ｒ－ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）
を指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含み
ます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所
以外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが
期待される内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。



㈱R-CORPORATION外部評価事業部
自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成23年12月19日

事　業　所　名

（ 237-0077

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

特定非営利活動法人やすらぎ

1471902831
平成17年10月1日

所　　在　　地

　□　小規模多機能型居宅介護

平成23年11月20日

サービス種別

定　 員　 等

やすらぎの杜

登録定員

通い定員

宿泊定員

定員　計

ﾕﾆｯﾄ数

36 ～ 55

56 ～ 68

）

横須賀市浜見台2-14-1

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

15 ～ 22

23 ～ 35

自己評価項目

 1 ～ 14

　■　認知症対応型共同生活介護

Ⅴ アウトカム項目

評 価 結 果
市町村受理日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigo/22/detail-tab-service.asp?jgno=

平成24年3月29日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

①このホームはNPO法人やすらぎの経営である。地域の有識者が医療、保健、福祉のコミュニ
ティ造りを目指してを立ち上げたNPO法人やすらぎは、横須賀市北部にグループホームが少な
いことから、このグループホームを設立した。設立の趣旨が前述の内容であるので、ここの
理念は「地域貢献」であり、その実現が「笑顔」である。地域の高齢者がここで人生の最終
章を地域に溶け込みながら「笑顔」で過ごせる、訪れる地域のご家族、サポートする職員皆
が「笑顔」で過ごせる事を狙いとしている。このホームは横須賀市北部追浜の高台の住宅地
浜見台にある。浜見台は国道16号線から少し入った静かな高級住宅地である。NPO法人のメン
バー、職員、入居者殆どが地元の方であり、ホームの雰囲気も地元の雰囲気が色濃い。
②地域のコミュニティ作りからスタートしたホームであるので、NPO法人のメンバー（地元の
方）の協力もあり、職員も地元の人が多く、地域に根付いたホームである。医療の関係でも
地元の開業医の3医院が往診して頂いている。これは利用者が入所の際に、ドクターが一緒に
ホームに往診に来てくれたことから往診医となって頂いた経緯があり、現在も診療に協力し
て頂いている。医療連携体制については申請していないが、先生のご協力により医療が必要
な場合の橋渡しは十分に対応し、出来る限りホームで利用者が過ごせるよう支援に努めてい
る。
③介護計画策定については、アセスメントに沿い、居室担当を中心にしたモニタリングを重
点的に行い、気付きを挙げてもらい、カンファレンスで全員で意見を出し合い、課題を抽出
して次の介護計画に繋げるサイクルを着実に守った良いケアが展開されている。アセスメン
トについては、詳細に細分化された項目別の書式を作成し活用している。
④今年度も職員の教育に力を入れて行く。職員には年に１回自己評価を提出してもらい、年
間を通じて出来ていること、出来ていないことを再確認してもらうことにしている。自己評
価を基に個人面談を行ってフォローし、内部研修の充実を図ると共に外部の研修にも積極的
に参加させて研鑽に努めている。

やすらぎの杜は笑顔を大切にしています。
ご利用者の笑顔の為にも、ご利用者をただ介護される側に置くのではなく、共に考
え、共に語り合い、共に笑い会える関係でいたいと考えています。
ご利用者の笑顔が、ご家族、職員へ伝播し、ホームを取り巻く全ての人に笑い声が出
るようなホームにしたいと思っています。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

平成　23　年度

株式会社　Ｒ－ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

〒221-0835　横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8ＳＹビル2Ｆ

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成23年10月1日指 定 年 月 日

平成24年2月21日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

事 業 所 番 号



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

やすらぎの杜

1階　もみじ

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域
の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

本年は事業所の指定更新もあり、市役所の方々
と接する機会が多かった。市役所人事により、
以前と担当職員が一新されてしまっており、新
たな協働関係作りに苦慮していたが、指定更新
が良い機会となり、更新以外の種々の相談事も
できる関係になってきた。

横須賀市グループホーム連絡協議会の役員を務めた経
緯から、市職員と話す機会が増え、必要に応じて相談
している。本年は事業所の指定更新もあり、市役所と
接する機会が多かった。市役所人事により、以前と担
当職員は一新したが、指定更新が良い機会となり、更
新以外の種々の相談事もできる関係になってきた。横
須賀市は福祉行政に熱心であり、上記相談の他に運営
推進会議の指導、空室案内など、市民への啓蒙などに
協力して頂いている。

今後の継続

地域の中の福祉施設という役割を果たしたく、老人会
の集まりで最近の福祉を取り巻く状況などについて講
演させていただくことがある。特に福祉施設は内部が
見えにくく、中で何が行われているのかわかりにくい
という方が多い為、施設見学を呼びかけている。認知
症の方々も援助があれば普通に生活できると言うこと
を理解していただき、認知症や「老い」に対しての恐
怖を無くして行けたらと思っている。

今年から地域民生委員が新任の方になったが、
協力しあい地域貢献への方法を模索できてい
る。また、新たな目でホームを見ていただくこ
とで、様々な意見を取り入れ、介護の質の向上
を目指している。

利用者・利用者家族・外部有識者と話し合うことは
ホームを成長させてくれる大きな要素であり、介護の
質的向上を目指すには欠かせないという姿勢で運営推
進会議に臨んでいるまた、会議を通して老人会との交
流も深まってきている。メンバーは町内会長、老人会
長、民生委員（新任）、地域代表（市会議員）、市職
員（年１回出席）、ご家族とホーム関係者である。

今後の継続

地元出身の有志が立ち上げたホームであり、地
域への貢献を第一の目標としている。別に介護
理念も作成し、施設内の目に留まりやすい場所
に掲示してるため、職員にも理念は浸透してい
る。

横須賀市北部に福祉施設の比率が少なかったので、地
元出身の有志が立ち上げたホームであり、地域への貢
献を第一の目標としている。介護理念を作成し、施設
内の目に留まりやすい場所に掲示し、職員に理念の浸
透を図っている。(職員の自己評価にも理念を入れて
いる）ホームがあることによる地域への老後の安心感
の提供を第一目標として進めている。退去された方か
らこのホームは良いとの口コミが広がり、入居に至る
ケースも多く、地元の方が多く、地域の方に親しまれ
ている。

今後の継続

地元の学童保育施設や民謡の会、老人会との相
互交流が持てている。一般的に福祉施設は閉鎖
的に思われがちであるが、幸い地元出身の職員
が多く、地域交流しやすい環境ができている。

地元職員の子どもさんの関係から始まった地元の学童
保育施設の子ども達による独楽や本の読み聞かせ、民
謡の会、町内会に加入し、お祭りではお神輿が来てく
れる等、また、老人会の賛助会員になっており、芋掘
りや運動会、お誕生日会などに参加している等々、地
域と密着した活動が定着している。一般的に福祉施設
は閉鎖的に思われがちであるが、幸い地元出身の職員
が多く、幅広い年代層の地域交流しやすい環境ができ
ている。

今後の継続

　Ⅰ　理念に基づく運営
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

どういった行為が身体拘束にあたるのか、身体
拘束を行うことによってどんな弊害が出るのか
を職員に指導し、身体拘束のない介護を徹底し
ている。

どのような行為が身体拘束にあたるのか、どのような
弊害が生じるのかを職員に指導し、身体拘束のない介
護を徹底している。施錠については、常に開けておく
ことを心掛け、外に出たがる方が外に出る気持ちを起
こさせないように、日頃の関わりの中で何をすべきか
を考え、議題を引き出しケアに努めている。スピーチ
ロックについても職員に指導、徹底している。

今後の継続

まだまだ発展途上の施設である為、家族会や運営推進
会議で出た適切な意見についてはどんどん取り入れる
ようにしている。特に外部評価アンケートの結果は利
用者家族の生の声だと考えており、施設をよくする為
の貴重な意見として捉えている。

家族会や運営推進会議で出た適切な意見については、
積極的に取り入れるように努めている。特に、ご家族
の生の声を大切にし、特に外部評価アンケートの結果
は利用者家族の生の声だと考えており、施設をよくす
る為の貴重な意見として捉えている。日頃のお付き合
いの中でご家族が話して下さったことは大切にし、話
しの中で日頃の利用者さんへの付加的価値を認識して
頂けるよう努めている。

今後の継続

以前成年後見人を立てていらしたご利用者様がおり、
色々と相互協力することができた。その際に制度につ
いて後見人の方から詳しく説明していただき知識とし
て身につけることができた。現在成年後見人を必要と
している方はいないが、今後必要性が出てくれば尽力
する。

契約書の条項が多い為、必ず数条毎に質問、確
認の時間を取るようにしている。その後最後に
全体を通した質問を受け、疑問点が残ることの
ないよう努めている。

ご利用者様に対して尊敬の念を持つことは当然で、虐
待という気持ちがみじんも起きてはならないというこ
とを職員に徹底している。共に支え生きる関係ができ
ていれば虐待など起こるはずはなく、そういった姿勢
を職員全てが持てるよう、肉体的精神的にフォローし
ていくことが事業所のつとめであると考えている。ま
た講習などで得た知識も職員それぞれに浸透するよう
働きかけている。
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11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居時に本人面談を行い不安に感じていること
などをヒアリングしている。できるだけご本人
が納得して利用できるよう支援している。

横須賀市のグループホーム協議会を通じて他事業所と
の交流が出来ている。また一般職員も他の事業所との
交流研修などに参加することで、他のグループホーム
の様子を知ることが出来ている。他のホームの良さを
吸収してそれを利用者に活用していけるよう指導して
いる。

画一的な評価をせず、個々人の普段の努力を各人毎に評価し
ていけるよう努めている。出勤日数の多い職員、夜勤の出来
る職員など、それぞれの状況に応じパート職員にも賞与査定
を行い、出来るだけモチベーションを高めてもらえるよう働
きかけている。また、契約社員制度を新設し、より各職員の
希望に合わせた雇用契約を結べるようになっている。

一年に一度職員に自己評価表を提出してもらってい
る。できていることできていないことを自分で再確認
してもらい、それを元に個人面談を行いフォローする
ようにしている。また各研修にも積極的に参加しても
らう働きかけている。

現在の介護が最上であると考えず、常に成長、改善し
てゆくという気持ちで施設運営している。職員の意見
は月次ミーティングだけでなく、個人面談などでも聞
き取りするようにしている。

若いホームなので、現在の介護が最上であると考え
ず、常に改善して行くという気持ちで施設運営してい
る。職員の意見は月次ミーティングだけでなく、個人
面談等でも聞き取りするように努めている。社内の目
標意識のために、一昨年からパートと正社員の間に契
約社員を加えて３階層とし、キャリアパス計画との連
動を検討している。

今後の継続



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

町内会の方やご近所に住まわれていた方々も訪問して
下さっている。また以前ご利用者が所属していた民謡
サークルの催し物に参加させていただいたり良好な関
係を保てるよう支援している。

町内会の方やご近所に住まわれていた方々も訪問して
下さっている。また以前ご利用者が所属していた民謡
サークルの催し物に参加させて頂く等、良好な関係が
保てるよう支援している。地元からの入居者が多く
なったことが地縁を更に深め、利用者も馴染みの人や
場所との関係が継続出来て安心されている。利用者が
散歩する様子を、町内の人は親しみを持って受け入れ
てくれている。通勤等で人の少ない日中に利用者が散
歩することが防犯になっているとの声も頂いている。

今後の継続

お手伝いのできる方には積極的に声をかけ、炊
事、掃除などを職員と共に行っていただくよう
にしている。職員と利用者が共に作るホームで
ありたいと思っている。

離れて暮らしているからこそ家族の絆を強く持ってい
ただきたく、外食や外出を無理のない程度にしていた
だくことを勧めている。通院の際にも通院だけでなく
食事やお茶などの時間を持っていただくよう働きかけ
ている。

一度の面談で済ますことなく、複数回面談しな
がら家族の悩み事や要望を出来るだけ汲み取っ
ていけるようなヒアリングを行っている。

グループホームと御本人のマッチングということを重
要視している。グループホームに入ることが本当に御
本人の為になるのか、在宅や特養などのサービスと比
較した上で、ご家族とも話し合い、本人にとってグ
ループホームという形が適していると納得していただ
いた上で、入居を検討していただくように働きかけて
いる。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

個人の一日の様子を把握する為にケース記録簿を使い
時系列順に様子を記録している。その日お手伝いして
下さったことや、排泄回数、睡眠時間などの暮らしぶ
りを出来る限り詳細に記録し、状態把握に努めてい
る。

入浴が好きな方には毎日入浴介助したり、それぞれの
ニーズに合わせた介護が出来るよう努めている。また
入居時に今までの暮らしの状況を家族から教えていた
だいており、なるべくそれに沿うよう支援している。

利用者の思いの把握のため居室担当を置き、担当する
利用者の観察から気付きをアセスメント項目別書式に
書き込み、ミーティングで検討する体制となってい
る。また、入居時に今までの暮らしの状況を家族から
教えて頂いており、なるべくそれに沿うよう支援して
いる。日頃の利用者の言葉はケーシ記録にそのままの
言葉で記入している。本人の気持ちを大切にし、近く
で意向も聞いたり察したりしながら、ご本人の希望を
叶えるよう努めている。

今後の継続

入居前にそれまでの生活歴やご趣味などを出来る限
り、本人とご家族に聞き取りしている。また職員全員
が把握できるよう、それに合わせた記入用紙を用意
し、閲覧できるようにしている。

主に施設長により退居された方々のお見舞いを行って
いる。現在、介護職員も同行しお見舞いをしていこう
と取り組んでいる。その甲斐あってか退居後にご家族
様が新しい入居希望者をご紹介下さったり、退居後も
信頼関係を保てている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

仲の良い方同士が隣り合うような席順になるよ
う配慮し、共有フロアに来ることが楽しくなる
よう働きかけている。多人数掛けのソファもあ
り、より近接なコミュニケーションを取ってい
ただけるようにしている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

地元のボランティアセンターに依頼し、地域のボランティア
さんを紹介していただいている。ホームを訪問して下さった
り、発表会などに参加させていただいたり利用者の楽しみの
一つになっている。

往診医は地元の医師にお願いしているが、本人
やご家族の希望で他の医師による往診も可能で
ある。現在、内科で２医院から往診にきて下
さっている。

往診医は地元の医師にお願いし、本人やご家族の希望
で他の医師による往診も可能としている。実際に現在
２医院から内科往診に来て頂いている。２つの医院は
地元の先生であり、従来と変わらぬ診療の継続と併せ
て、地元の薬を利用者に持ち込んで頂くことでも有効
であり、感謝している。

今後の継続

全体記録とは別に時系列順の個別記録をつけて
おり、毎日の様子、排泄、服薬など細かく記録
している。月次会議の際にはそれを基にカン
ファレンスを行っている。

現在医療連携加算はとっておらず、今後併せてターミナルケ
アも検討していくが、現状においても緩やかに終息期に向
かっているご利用者については、当ホームで出来ることなど
を説明しご同意いただいた上で個別に終末期の対応について
家族、医師と協議している。

ご家族が来所されたときには出来る限り普段の様子を
伝え、必要なケアはなにか、家族の手を借りることで
利用者の心身が良好な方向に向かう可能性があるか
等、家族を介護される側ではなく利用者を共に支える
気持ちを持っていただけるよう話し合いを持つように
努めている。医療面においては施設と家族、医師の連
絡を特に密に取っている。

ご家族が来所された際は、出来る限り本人の普段の様
子を伝え、必要なケアは何か、家族の手を借りること
で利用者の心身が良好な方向に向かう可能性があるか
等、話しの中で必要な介護を考え、共に支える気持ち
を持って頂けるように努めている。医療面においては
施設と家族、医師の連絡を特に密に取っている。介護
計画については、アセスメントに沿ったモニタリング
により、課題を抽出し次の介護計画につなげるサイク
ルを着実に実施している。ここでの楽しい生活が最優
先で、それに体調の変化を織り込んだ介護計画となる
よう考えている。

今後の継続



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

定期的に防災訓練を行っている。福祉施設という特性
を近隣の消防署に理解していただくことも重要と考え
ており、現在の利用者状況なども話し合っている。ま
た22年1月にはスプリンクラー設備、自動通報設備の
設置が完了した。しかし設備が作動する前のマンパ
ワーによる防災こそが肝要であると考えている。

定期的に防災訓練を行っている。福祉施設という特性
を近隣の消防署に理解して頂く事も重要と考え、現在
の利用者状況等も話し合っている。また22年1月には
スプリンクラー設備、自動通報設備の設置が完了し
た。しかし、設備が作動する前のマンパワーによる防
災こそが肝要であると考えている。地域との防災に関
する協力体制も整っている。ホームは坂の中腹にある
ので、１階、2階の玄関がそれぞれから道路に出られ
る構造で安全である。東日本大震災の教訓を得て、備
蓄の他プロパン、センサーライト等、ライフライン不
通の場合の備えも整えた。

今後の継続

ご本人の命はご本人だけのものであると考えており、
医療によって少しでも命がながられるのならそちらを
お勧めすることも介護士としての勤めだと考えてい
る。重度化しても医療によって何らかの回復が見られ
る可能性があるならばそれに賭けてみたいということ
をご家族と話し合っている。だが疾患によるものでな
く、緩やかに終末期へ向かっている方のご家族には
ホームでできること、できないことを説明した上で、
できる限りホームで暮らしていける道を共に探すよう
努めている。

ご本人の命はご本人だけのものであるという考えを根
幹に、医療を勧めすることも介護士としての勤めだと
考えている。重度化した際、医療の選択肢もあること
をご家族と話し合っている。終末期へ向かっている方
のご家族には、ホームで出来る事、出来ない事、医療
の選択肢もあることを説明した上で、出来る限りホー
ムで暮らしていける道を共に探すよう努めている。医
療連携体制はとっていないが、２つの主治医の協力に
より、連携体制を図っていることによりホームと同等
以上の支援が行われている。重度化に対する指針を作
り、同意書を頂いている。

今後の継続

消防署主催の救急救命講習に正社員、パート職
員問わず参加させている。

以前は医師の往診時にも看護職員からの気づき
や日常の暮らしぶりを連絡相談していた。現在
は看護職員を配置していないが、必要に応じて
訪問看護師を依頼するつもりである。

医師からの病状説明がある時には、家族に同意
を得た上で同席させていただき、現在の状況を
把握するよう努めている。
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評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

調理や配膳など、その人に出来ることを考え、
出来るだけ多くの場面でお手伝いしていただく
よう働きかけ、共に食事を楽しめるよう働きか
けている。

職員と共に調理、配膳して頂く様、個々に出来得る事
を考えながら、出来るだけ多くの場面でお手伝いして
頂けるよう働きかけ、共に食事を楽しめるよう働きか
けている。メニューは管理栄養士が作成し、それに合
わせた食材を市内のレストランから配達してもらって
いる。レストランの本職が杉田の南部市場当で仕入れ
た素材なのでよい物が納入されて、好評である。お買
い物は調味料等足りないものの買出しに利用者と一緒
に行っている。

今後の継続

ある程度は起床・就寝時間の目安をつけている
が、朝ゆっくり起きたい方、夜テレビをゆっく
り見たい方もおり、一人一人のペースを尊重し
ながら生活できるよう支援している。

男性には出張の床屋さん、女性にはビューティヘル
パーさんを招き整髪していただいている。希望者には
行きつけの美容室へ外出できるようにするなど、その
人の好みに合わせていくようにしている。

利用者は人生の先輩であり、人生の達人であるという
姿勢で接し、介護する側も何かを学ばせていただくこ
とが大事であると指導しており、個人を大切にしなが
ら接するよう意識づけている。

利用者は人生の先輩であり、人生の達人であるという
姿勢を持ち、介護する側も利用者から学ばせて頂くこ
とが大事であることを指導し、一人ひとりを大切にし
ながら接するよう職員に意識付けを行っている。カン
ファレンスでは折にふれて人格の尊重、プライバシー
の確保の話をして確認に努めている。

今後の継続

自発的な意思表示が難しい方には、聞き取る努
力をするよう職員に指導している。散歩の際も
安全面には配慮しながら、どっちの道を通りた
いかなど利用者の意志を出来るだけ表出しても
らえるよう働きかけている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

出来るだけ食事で予防できるようバナナや芋類
などの食物繊維を多く含む食材をメニューに取
り入れている。加えて医師の指導により、便秘
対策を行っている。

希望のある方には毎日入浴できるよう支援して
いる。大まかな入浴時間はあるが、一人一人が
入浴を楽しめるよう、見守りながらゆっくりと
入浴していただくよう支援している。

希望のある方には毎日入浴できるよう支援している。
大まかな入浴時間はあるが、一人ひとりが入浴を楽し
めるよう、見守りながらゆっくりと入浴して頂ける様
に支援に努めている。原則、２日に１回であるが好き
な方も多い。日曜日はお風呂は休んで他の活動に充て
ている。リフトを設置している。

今後の継続

シフトで決まった職員が食後の口腔ケアのお手
伝いをしている。歯槽膿漏の方などは本人によ
るケアが終わった後に歯科医指導に基づき職員
により仕上げの口腔ケアを行っている。

排泄間隔を画一的に捉えず、一人一人のパター
ンを見極め、その人に合わせた声かけや援助を
しながら出来る限り自立を促すようにしてい
る。

排泄を画一的に捉えず、一人ひとりのパターンを見極
め、その人に合わせた声かけや援助をしながら出来る
限り自立を促すようにしている。特に便秘対策はそれ
ぞれに合わせたタイミングで対応をしている。排泄は
大切な生命活動であるので、便秘等についても薬材に
頼らない自然な形を目指しており、排泄シグナルを見
逃さず、受け止め、ケアに生かしている。

今後の継続

バイタル表に食事、水分量を記録し、各利用者
の摂取量を把握するように努めている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

一人一人のお小遣いをお預かりしており、外出
時に希望があればお買い物していただくように
している。

掃除や調理などそれぞれが出来ることをお手伝
いしていただいている。ただ利用者という立場
でなく、参加する楽しさや、役に立てる充実感
を感じていただけるような支援をしている。

天気の良い日には必ず近所を散歩するようにし
ている。外出行事の際は介護タクシーに協力依
頼し、できるだけ沢山の利用者が外出できるよ
うにしている。

天気の良い日には必ず近所を散歩するようにしてい
る。健康のため、寒くても外に少しでも出て外気にあ
たるよう支援している。外出行事の際は介護タクシー
に協力依頼し、できるだけ沢山の利用者が外出できる
ように支援している。外出行事では、全員外出を目標
に置き、出たがらない方も外出できることを支援して
いる。無理強いせず、根気よくお誘いし、気の乗った
時、車に乗車して頂き、遠出するように配慮しながら
努めている。

今後の継続

その人に合わせた起床・就寝の支援をしてい
る。日常的に朝食が延食になる方がいらっしゃ
るが、ご本人に合わせた食事時間に出来るよう
無理のない時間に起床していただくようにして
いる。

現在誰がどんな薬を飲んでいるのかを把握する
為、一覧ファイルを作っている。また薬剤師に
よる施設内研修を行い、職員一人一人の薬剤に
対する理解力が深まるよう働きかけている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
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己
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

入居時に使い慣れた家具を持ち込んでいただい
ている。殺風景な部屋にならないようにレクで
の作成物や行事の写真なども飾るようにしてい
る。

居室は、本人の使い慣れた家具や物品を入居時
に持ち込んで頂き、整頓している。殺風景な部
屋にならないようにレクでの作成物や行事の写
真なども飾るように工夫している。居室入り口
には手作りのボードで名前が書かれ、配慮され
ている。

今後の継続

少しでも利用者の自立を促していけるよう、各
居室やトイレに案内表示を付けている。居室の
案内は手作りのボードに皆さんの名前を書き、
よりご自分のお部屋と感じていただけるよう工
夫している。

共有フロアにレクでの制作物や書道物などを掲
示している。これらは毎月新しいものを掲示し
ており、季節に応じた内容にしている。

共有の空間では、フロアにレクでの制作物（カレン
ダーなど）や書道物等を掲示して共通の話題となるよ
う工夫している。毎月新しいものを掲示するようにし
て、季節に応じた内容に配慮している。皆さんが寛げ
るように大きいソファーが設置されている。また、写
真は利用者も見るので、外出やイベントで写真を撮っ
たら張出すようにして、楽しみの工夫をしている。花
や植木の展示と世話、オーナーから借用した絵の掲示
などで潤いを求めている。

今後の継続

共有フロアには3～4人がけのソファが設置され
ており気の合う仲間で過ごせる空間になってい
る。

深夜早朝以外は自由に電話をかけてもらってい
る。信書も自由にやりとりしていただいてい
る。



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域
の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

やすらぎの杜

2階　すみれ

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

地元出身の有志が立ち上げたホームであり、地
域への貢献を第一の目標としている。別に介護
理念も作成し、施設内の目に留まりやすい場所
に掲示してるため、職員にも理念は浸透してい
る。

地元の学童保育施設や民謡の会、老人会との相
互交流が持てている。一般的に福祉施設は閉鎖
的に思われがちであるが、幸い地元出身の職員
が多く、地域交流しやすい環境ができている。

地域の中の福祉施設という役割を果たしたく、老人会の集まりで最近
の福祉を取り巻く状況などについて講演させていただくことがある。
特に福祉施設は内部が見えにくく、中で何が行われているのかわかり
にくいという方が多い為、施設見学を呼びかけている。認知症の方々
も援助があれば普通に生活できると言うことを理解していただき、認
知症や「老い」に対しての恐怖を無くして行けたらと思っている。

今年から地域民生委員が新任の方になったが、
協力しあい地域貢献への方法を模索できてい
る。また、新たな目でホームを見ていただくこ
とで、様々な意見を取り入れ、介護の質の向上
を目指している。

本年は事業所の指定更新もあり、市役所の方々
と接する機会が多かった。市役所人事により、
以前と担当職員が一新されてしまっており、新
たな協働関係作りに苦慮していたが、指定更新
が良い機会となり、更新以外の種々の相談事も
できる関係になってきた。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

ご利用者様に対して尊敬の念を持つことは当然で、虐待という気持ち
がみじんも起きてはならないということを職員に徹底している。共に
支え生きる関係ができていれば虐待など起こるはずはなく、そういっ
た姿勢を職員全てが持てるよう、肉体的精神的にフォローしていくこ
とが事業所のつとめであると考えている。また講習などで得た知識も
職員それぞれに浸透するよう働きかけている。

以前成年後見人を立てていらしたご利用者様がおり、色々と
相互協力することができた。その際に制度について後見人の
方から詳しく説明していただき知識として身につけることが
できた。現在成年後見人を必要としている方はいないが、今
後必要性が出てくれば尽力する。

契約書の条項が多い為、必ず数条毎に質問、確
認の時間を取るようにしている。その後最後に
全体を通した質問を受け、疑問点が残ることの
ないよう努めている。

まだまだ発展途上の施設である為、家族会や運営推進会議で
出た適切な意見についてはどんどん取り入れるようにしてい
る。特に外部評価アンケートの結果は利用者家族の生の声だ
と考えており、施設をよくする為の貴重な意見として捉えて
いる。

どういった行為が身体拘束にあたるのか、身体
拘束を行うことによってどんな弊害が出るのか
を職員に指導し、身体拘束のない介護を徹底し
ている。
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11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

現在の介護が最上であると考えず、常に成長、改善してゆく
という気持ちで施設運営している。職員の意見は月次ミー
ティングだけでなく、個人面談などでも聞き取りするように
している。

横須賀市のグループホーム協議会を通じて他事業所との交流が出来て
いる。また一般職員も他の事業所との交流研修などに参加すること
で、他のグループホームの様子を知ることが出来ている。他のホーム
の良さを吸収してそれを利用者に活用していけるよう指導している。

画一的な評価をせず、個々人の普段の努力を各人毎に評価していける
よう努めている。出勤日数の多い職員、夜勤の出来る職員など、それ
ぞれの状況に応じパート職員にも賞与査定を行い、出来るだけモチ
ベーションを高めてもらえるよう働きかけている。また、契約社員制
度を新設し、より各職員の希望に合わせた雇用契約を結べるように
なっている。

一年に一度職員に自己評価表を提出してもらっている。でき
ていることできていないことを自分で再確認してもらい、そ
れを元に個人面談を行いフォローするようにしている。また
各研修にも積極的に参加してもらう働きかけている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居時に本人面談を行い不安に感じていること
などをヒアリングしている。できるだけご本人
が納得して利用できるよう支援している。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

一度の面談で済ますことなく、複数回面談しな
がら家族の悩み事や要望を出来るだけ汲み取っ
ていけるようなヒアリングを行っている。

グループホームと御本人のマッチングということを重要視し
ている。グループホームに入ることが本当に御本人の為にな
るのか、在宅や特養などのサービスと比較した上で、ご家族
とも話し合い、本人にとってグループホームという形が適し
ていると納得していただいた上で、入居を検討していただく
ように働きかけている。

お手伝いのできる方には積極的に声をかけ、炊
事、掃除などを職員と共に行っていただくよう
にしている。職員と利用者が共に作るホームで
ありたいと思っている。

離れて暮らしているからこそ家族の絆を強く持っていただき
たく、外食や外出を無理のない程度にしていただくことを勧
めている。通院の際にも通院だけでなく食事やお茶などの時
間を持っていただくよう働きかけている。

町内会の方やご近所に住まわれていた方々も訪問して下さっ
ている。また以前ご利用者が所属していた民謡サークルの催
し物に参加させていただいたり良好な関係を保てるよう支援
している。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

仲の良い方同士が隣り合うような席順になるよ
う配慮し、共有フロアに来ることが楽しくなる
よう働きかけている。多人数掛けのソファもあ
り、より近接なコミュニケーションを取ってい
ただけるようにしている。

主に施設長により退居された方々のお見舞いを行っている。
現在、介護職員も同行しお見舞いをしていこうと取り組んで
いる。その甲斐あってか退居後にご家族様が新しい入居希望
者をご紹介下さったり、退居後も信頼関係を保てている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

入浴が好きな方には毎日入浴介助したり、それぞれのニーズ
に合わせた介護が出来るよう努めている。また入居時に今ま
での暮らしの状況を家族から教えていただいており、なるべ
くそれに沿うよう支援している。

入居前にそれまでの生活歴やご趣味などを出来る限り、本人
とご家族に聞き取りしている。また職員全員が把握できるよ
う、それに合わせた記入用紙を用意し、閲覧できるようにし
ている。

個人の一日の様子を把握する為にケース記録簿を使い時系列
順に様子を記録している。その日お手伝いして下さったこと
や、排泄回数、睡眠時間などの暮らしぶりを出来る限り詳細
に記録し、状態把握に努めている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

ご家族が来所されたときには出来る限り普段の様子を伝え、
必要なケアはなにか、家族の手を借りることで利用者の心身
が良好な方向に向かう可能性があるか等、家族を介護される
側ではなく利用者を共に支える気持ちを持っていただけるよ
う話し合いを持つように努めている。医療面においては施設
と家族、医師の連絡を特に密に取っている。

全体記録とは別に時系列順の個別記録をつけて
おり、毎日の様子、排泄、服薬など細かく記録
している。月次会議の際にはそれを基にカン
ファレンスを行っている。

現在医療連携加算はとっておらず、今後併せてターミナルケ
アも検討していくが、現状においても緩やかに終息期に向
かっているご利用者については、当ホームで出来ることなど
を説明しご同意いただいた上で個別に終末期の対応について
家族、医師と協議している。

地元のボランティアセンターに依頼し、地域のボランティア
さんを紹介していただいている。ホームを訪問して下さった
り、発表会などに参加させていただいたり利用者の楽しみの
一つになっている。

往診医は地元の医師にお願いしているが、本人
やご家族の希望で他の医師による往診も可能で
ある。現在、内科で２医院から往診にきて下
さっている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

以前は医師の往診時にも看護職員からの気づき
や日常の暮らしぶりを連絡相談していた。現在
は看護職員を配置していないが、必要に応じて
訪問看護師を依頼するつもりである。

医師からの病状説明がある時には、家族に同意
を得た上で同席させていただき、現在の状況を
把握するよう努めている。

ご本人の命はご本人だけのものであると考えており、医療によって少
しでも命がながられるのならそちらをお勧めすることも介護士として
の勤めだと考えている。重度化しても医療によって何らかの回復が見
られる可能性があるならばそれに賭けてみたいということをご家族と
話し合っている。だが疾患によるものでなく、緩やかに終末期へ向
かっている方のご家族にはホームでできること、できないことを説明
した上で、できる限りホームで暮らしていける道を共に探すよう努め
ている。

消防署主催の救急救命講習に正社員、パート職
員問わず参加させている。

定期的に防災訓練を行っている。福祉施設という特性を近隣
の消防署に理解していただくことも重要と考えており、現在
の利用者状況なども話し合っている。また22年1月にはスプ
リンクラー設備、自動通報設備の設置が完了した。しかし設
備が作動する前のマンパワーによる防災こそが肝要であると
考えている。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

利用者は人生の先輩であり、人生の達人であるという
姿勢で接し、介護する側も何かを学ばせていただくこ
とが大事であると指導しており、個人を大切にしなが
ら接するよう意識づけている。

自発的な意思表示が難しい方には、聞き取る努
力をするよう職員に指導している。散歩の際も
安全面には配慮しながら、どっちの道を通りた
いかなど利用者の意志を出来るだけ表出しても
らえるよう働きかけている。

ある程度は起床・就寝時間の目安をつけている
が、朝ゆっくり起きたい方、夜テレビをゆっく
り見たい方もおり、一人一人のペースを尊重し
ながら生活できるよう支援している。

男性には出張の床屋さん、女性にはビューティヘル
パーさんを招き整髪していただいている。希望者には
行きつけの美容室へ外出できるようにするなど、その
人の好みに合わせていくようにしている。

調理や配膳など、その人に出来ることを考え、
出来るだけ多くの場面でお手伝いしていただく
よう働きかけ、共に食事を楽しめるよう働きか
けている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

バイタル表に食事、水分量を記録し、各利用者
の摂取量を把握するように努めている。

シフトで決まった職員が食後の口腔ケアのお手
伝いをしている。歯槽膿漏の方などは本人によ
るケアが終わった後に歯科医指導に基づき職員
により仕上げの口腔ケアを行っている。

排泄間隔を画一的に捉えず、一人一人のパター
ンを見極め、その人に合わせた声かけや援助を
しながら出来る限り自立を促すようにしてい
る。

出来るだけ食事で予防できるようバナナや芋類
などの食物繊維を多く含む食材をメニューに取
り入れている。加えて医師の指導により、便秘
対策を行っている。

希望のある方には毎日入浴できるよう支援して
いる。大まかな入浴時間はあるが、一人一人が
入浴を楽しめるよう、見守りながらゆっくりと
入浴していただくよう支援している。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
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外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

その人に合わせた起床・就寝の支援をしてい
る。日常的に朝食が延食になる方がいらっしゃ
るが、ご本人に合わせた食事時間に出来るよう
無理のない時間に起床していただくようにして
いる。

現在誰がどんな薬を飲んでいるのかを把握する
為、一覧ファイルを作っている。また薬剤師に
よる施設内研修を行い、職員一人一人の薬剤に
対する理解力が深まるよう働きかけている。

掃除や調理などそれぞれが出来ることをお手伝
いしていただいている。ただ利用者という立場
でなく、参加する楽しさや、役に立てる充実感
を感じていただけるような支援をしている。

天気の良い日には必ず近所を散歩するようにし
ている。外出行事の際は介護タクシーに協力依
頼し、できるだけ沢山の利用者が外出できるよ
うにしている。

一人一人のお小遣いをお預かりしており、外出
時に希望があればお買い物していただくように
している。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

深夜早朝以外は自由に電話をかけてもらってい
る。信書も自由にやりとりしていただいてい
る。

共有フロアにレクでの制作物や書道物などを掲
示している。これらは毎月新しいものを掲示し
ており、季節に応じた内容にしている。

共有フロアには3～4人がけのソファが設置され
ており気の合う仲間で過ごせる空間になってい
る。

入居時に使い慣れた家具を持ち込んでいただい
ている。殺風景な部屋にならないようにレクで
の作成物や行事の写真なども飾るようにしてい
る。

少しでも利用者の自立を促していけるよう、各居室やトイレ
に案内表示を付けている。居室の案内は手作りのボードに皆
さんの名前を書き、よりご自分のお部屋と感じていただける
よう工夫している。
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事業所

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1
18
37

外出行事への家族参加がない
少人数での外出で家族と
利用者の絆を深めたい

1年

2 2 より多方面からのボランティア受入
利用者の趣味に合った
ボランティアを招く

1年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

やすらぎの杜

平成23年11月20日

目　標　達　成　計　画

事前に家族に連絡し参加を促す

地域ボランティアセンターへの
働きかけを強化

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
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